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た（Angew. Chem. Int. Ed.，43，
228（2003））。界面活性剤により
６方晶系の棒状液晶ミセル（会
合体）を作り、これを貴金属ナノ
チューブの鋳型にするという新し
い合成方法で、２種類の異なった
分子サイズの界面活性剤を用いた
ことがポイントである。具体的に
は、60℃で塩化白金酸などの貴金
属の水溶性塩、界面活性剤盧、界
面活性剤盪、水を１：１：1：60
のモル比で混合・攪拌し、15 ～
25℃に冷却して 30分静置後ヒド
ラジンで金属塩を金属に還元す
る。こうして得られた生成物は長
さ 100nm以上のナノチューブの
凝集物で、使用した界面活性剤が
一部残存しているとの事である。
　宮崎教授らの開発した方法は貴
金属のみならず他の物質系への適
用が可能と考えられる。合成され
た貴金属ナノチューブの応用に関
する研究の進展に加え、他の物質
系への展開も期待される。
ナノテク・材料分野
フッ素化炭化水素や、ハロゲン化
合物の使用規制が世界的に行われ
ていることの有効性を示すものと
述べている。さらに、米海洋大気
局の研究グループは、米アラスカ
州やハワイ、南極など 10カ所で、
８年以上続けてきたハロンや臭化
メチルなど臭素関連物質の観測結
果からオゾンホールの減少を確認
した。消火剤に利用されているハ
ロンの濃度は増え続けているもの
の、臭化メチルの濃度が大きく減
っており、これが臭素濃度の減少
に貢献したとみている。
　一方、カルフォルニア工科大学
の研究グループは、将来の燃料電
池が普及した水素エネルギー社会
において、水素が成層圏中のオゾ
ン層を破壊する恐れがあるという
論文を発表した。この研究による
と、化石燃料から水素燃料への転
換が 100％完了した場合、水素の
10～ 20％がパイプラインや貯蔵
施設、処理工場、自動車や発電所
の燃料電池から漏れ出すと見積も
っている。こうして漏れた水素と
自然の水素を合わせ、現在の２～
３倍の水素分子が成層圏に到達し
て酸素と結びついて水になると予
測しており、その結果、下部成層
圏の温度が下がりオゾンの化学反
応が乱れ、やがては北極と南極で、
今より大きくしかも簡単にはふさ
がらないオゾンホールが出現する
と述べている。
　この研究は仮定に基づく予測で
あるが、今後、水素エネルギー社
会に向けた研究開発においては、
二酸化炭素削減という正の側面だ
けでなく、オゾン層への影響とい
った負の側面も予想すべきという
指摘として興味深い。
製造技術分野
膀 自転車タイヤ用の走行時
空気補充装置の実用化
　「ものつくり」力を強化するうえ
で、高付加価値化によるオンリー
ワン製品のコンセプト探しが大き
な課題である。高付加価値技術の
特許化は、中小規模の企業やスタ
ートアップ企業の強化に欠かせな
い要素である。身近な製品のなか
で高付加価値技術が実用化された
最近の例として、自転車用の走行
時空気補充装置が注目されている。
　自転車タイヤのチューブからは
自然に空気が少しずつ漏れており、
半年間放置すると当初の約２/３が
無くなってしまい、空気圧が低下
した状態で自転車に乗ると、ペダ
ルが重くなり、パンクもしやすく
なる。このことは自転車という乗
り物の最大の弱点とされてきた。
　自転車ハブ部品専門の株式会社
中野鉄工所で開発された空気充填
装置「エアーハブ」は、車輪ハブ
軸の回転によって空気をシリンダ
ー内で圧縮しチューブに送り込む
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装置である。自転車を漕ぐことに
より空気がチューブに自動補充さ
れ、これは一種の自己修復機能と
も言える。このほど、この空気補
充装置を搭載した世界初の自転車
がブリジストンサイクル株式会社
によって製品化された。設定空気
圧（約３気圧）を超えた場合には、
余分の空気はシリンダーから外に
放出する安全装置も備えている。
長期間放置しない限りはメインテ
ナンスフリーの自転車である。
　本装置の詳しい構成や内容は、
特許申請中であるため開示されて
いないが、基本的には、前後車輪
のハブ内に独自のカムによる回転
運動（ロータリー方式）で動作す
るエアーポンプを内蔵し、車輪の
回転によりハブ内のエアーポンプ
部が動作して、圧縮空気を専用ホ
ースでつないだエアバルブへ送り
込む。また、タイヤの空気圧が適
正値に至った時点で、余分な空気
はホース途中に設けられた装置か
ら排出される。株式会社中野鉄工
所では、現在、移動量の少ない車
椅子用の装置も開発中である。
　同じような空気圧の低下は自動
車用のタイヤでも見られ、自動車
タイヤ用にもこのようなシステム
の登場が期待される。
